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泥水特性に関する基礎的研究（その2）  
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約  

本研究は．泥水式シールドI二法に用いる泥水への塩類混入の影響（耐NaCl性，耐セメン  

ト什）について明らかにするとともに，塩類混入に対する泥水の機能維持を目的として研  

究を行ったものである。その結果，劣化の程度はNaClに比べセメントによる影響がはるか  

に人きいこと，また，分散剤添加泥水の耐塩性が大きいことが判明した。さらに，機能維  

柑のためには多量の分散剤の添加を必要とすることも判明した。  

このため，本研究は塩類混入による劣化の程度を調査  

し，劣イヒ泥水の機能回復のための分散剤の効果を明確に  

することを‖的とした。  
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§1．はじめに  

泥水式シールド1二法に用いる泥水は，塩類（NaCl，セ  

メント）が混人するとゲル状となり泥水としての機能を  

失う。NaClは海岸近くの他F水から，セメントは裏込め  

注入や地盤改良部から混入する可能性が大きい。  

§2．実験概要   

2－1実験内容   

実験のフローをFig．1に示す。劣化に対する泥水梓性  

の把托のため，主にレオロジー特性，ろ過特性およびpH  

に弟【lして各試験を行った。  

2－2 実験材料   

実験材料をTabklに示す。基本泥水は，笠岡粘土を水  

に対し40％加え混合したものとした。これに，ベントナ  

イト4％と添加剤を加えた。ベントナイトは活性度の異  

なる2種類を使用し，そのメチレンブルー吸着量試験結  

果をTable2に示す。  

2－3 実験方法   

泥水特性試験では，Table3に示すように混合方法，膨  
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イド状態を維持し，泥壁形成性を改良する機能を持つ。  

一方，分散剤は粘土粒子に吸着し粒子間の反発力を大き  

くする働きを持つ。   

ポリマー添加量による変化を見ると，添加量の増加と  

ともに粘性が増加し，ろ過水量は減少する。また，粘性  

の増加の程度は，通常，ベントナイト泥水（4～8％）  

が0．1～0．2％の添加量を必要とするのに比べ，少量のポ  

リマー添加で効果が現れ，泥水に占めるソリッド量の影  

響が顕著であることと，添加ベントナイトの活性度によ  

る影響も大きいことが判る。一方，ろ過水量はベントナ  

イトの活性度の高い方が当然少なくなっているが，添加  

遺0．05％以上では大きな差は認められない。   

分散剤の添加量による変化を見ると，添加量の増加と  

ともにFVは増加するが，YVについては変化がなく，  

またろ過水量は減少する。このように，土粒子の分散や  

ろ過水量の減少には効果がある。  

凡  例  

潤時間，液温および塩類添加後の経過時間等の測定条件  

を一定に保った。  
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泥水特性試験  

レオロジー特性  

（FV，AV．PV．YV，GS）  
ろ過特件  ・PH  

Fi⊆】．1実験のフロー  

TabJel実験材料  配 合  

ベントナイト 4％  

笠岡粘土   40％  

国  子   7k準   

基 本 材 料   笠岡粘土   

添加ベントナイト   妙義，浅間   

なし  

添  加  剤     ポリマー（ポリアニオニッタセルロース系）  

分散剤（水溶性カルポン醸塩複合物）   

塩 類 の 混 入   なし，NaCLセメント   
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 Table2 メチレンブルー吸着量試験結果  

ベントナイト  メチレンブルー吸着量   

妙  義  22．5meq／100g   

消  閑  37．5meq／100g   
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TabIe3 測定条件  

国  子   水  準   

ミキサー500rpmで  

混 合 方 法     ベントナイト 10分間据拝  

粘 土  ′′   

膨 潤 時 間   24時間   

摘  温   20℃   

測定開始時間   塩類添加の30分後   
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 §3．添加剤の影響  

塩類添加に先立ち，泥水にポリマー，分散剤を添加し，  

添加量による泥水特性への影響を調べた。その結果をろ  

過水量，フアンネル粘性FV，イールドバリューYVに  

関してFig．2，3に示す。   

保護コロイド型ポリマーは，粘土粒子を被膜してコロ   
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ポリマー添加量（％）   

Fig．2 ポリマー添加の影響   
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ろ過水量，粘性についてNaCl混入の影響を見ると，ポ  

リマー添加泥水の場合とほぼ同様な傾向を示している。  

分散剤添加泥水のろ過水量及びYVがNaCl混入に比例  

して増加しているものの，分散剤無添加泥水と比較する  

とろ過水量減少の効果は現れている。  

凡  例  

凡  例  
配 合  

ベントナイト 4％  

笠岡粘土   40％  
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分散剤添加量（％）  

Fig．3 分散剤添加の影響  

1．0  

§4．NaCl混入による影響   

4－1ポリマー添加泥水   

添加したポリマーは耐菌性・耐塩性でエーテル化度が  

1．3～1．6のものである。泥水としてベントナイト2種類  

について，NaClを0～3％添加し泥水特性の変化につ  

いて試験したが，活性度の高いベントナイト添加泥水は  

ゲル化が著しく測定不能となった。結果をFig．4に示す。   

ポリマー添加量0％の泥水はろ過水量，粘性とも  

NaCl混入量に影響されない。ただし，NaClが混入する  

とpHはやや減少する。ポリマー添加泥水ではNaCl混  

入量に比例してろ過水量が増加するが，粘性には影響が  

少ない。このことから1％以上のNaCl混入に対してポ  

リマー添加によるろ過水量減少効果はあまり期待できな  

い。  

4－2・分散剤添加泥水   

主な試験結果をFig．5，6に示す。  

1  2  3  

NaCl混入量（％）  

Fig．4 NaCl混入の影響（ポリマー添加泥水）  
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凡  例  凡  例  

0  1  2  3  

NaCl浪人量（％）  

Fig．5 NaCl混人の影響（分散剤添加泥水）  

1  2  3  

NaCl混入量（％）  

Fig・6 NaCl混人の影響（分散剤添加泥水）   

§5．セメント混入による影響  

セメントなどCaイオンが泥水中に混入すると，ベント  

ナイト柁f・卜に吸着して反発力が小さくなり凝集する。  

セメント†昆人の影響を調べるため，泥水にセメントを0  

－5％添加し泥水特性言式験を行った。  

5－1ポリマー添加泥水   

4  

NaCl混入の場合と同様に，活性度の高いベントナイ  

ト添加泥水はゲル化が著しく測定不可能となった。結果  

をFig．7に示す。   

セメント混入による影響は，Fig．4との比較により明  

らかなように，NaCl混入と比べてろ過水量とFVは著  

しく増加し，少量のセメント混入で泥水としての機能を  

完全に失う。ポリマー添加量による差もあるが，ポリマー   
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量によるばらつきはあるものの，分散剤1％の添加で泥  

水はかなり機能維持されていることを確認できる。また，  

0．1～0．3％の少量の分散剤添加はゲル化を促進させる  

傾向も見られ，セメント混入に対する分散剤の添加量に  

は十分注意を要する。  

添加の効果はせいぜいセメント混入0．5％以下の範偶に  

限られる。   

また，セメント混入時にはpHが増加し，混入量1％  

以上でpHは12程度になる。  

凡  例  
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分散剤添加量（％）  

Fig．8 セメント混人の影響（分葛城Ij添加泥水）  
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セメント混入量（％）  

Fig．7 セメントi昆人の影響（ポリマー添加泥水）  

5－2 分散剤添加泥水   

試験結果をFig．8，9に示す。   

添加ベントナイトによる違いはあるものの，分散剤の  

添加量に反比例してろ過水量は減少する。また，添加量  

1％でろ過水量に関する機能はほぼ維持され，ろ過水量  

の減少効果は滑性度の低いベントナイトで顕著に現れた。   

粘性に注目すると，FVについては無添加泥水以外で  

多くの場合60secを超えており，添加量1％のとき活性  

度の低いベントナイト添加泥水で測定可能範囲に回復す  

る。このことはYVで見ると明確であり，セメント混入  
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分散剤添加量（％）  

0  0．2  

Fig．9 セメント混人の影響（分散剤添加泥水）   
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§6．まとめ  

泥水の耐塩性についての研究から明らかになった事項  

は以下のとおりである。  

1）塩類混入による影響は，NaClに比べセメント混入の  

方がはるかに大きく，ろ過水量，粘性が著しく増加する。  

2）塩類混入の無い場合には，添加剤の添加量による機  

能向上は必ずしも比例せず，各々の泥水について適性添  

加量を定める必要がある。  

3）ポリマー添加泥水の耐敵性は少なく，脱水量減少の  

効果はあまり期待できない。  

4）分散剤添加泥水の耐敵性は，セメント混入に対して  

添加量を増加することによって効果が現れるが，泥水式  

シールド用の泥水はソリッド量が多いため，分散剤の添  

加量もそれに比例して多くする必要がある。また，活性  

度の低いベントナイト添加泥水の場合，セメント及び  

NaClの混入に対して分散剤の効果がある。  

§丁．おわりに  

本研究は，泥水式シールド用の泥水の塩類混入による  

影響を明確にし，その機能維持を目的に試験を行ったが，  

塩類混入による泥水特性への影響は微妙なものがあり，  

混入方法や混人後の経過時間によって変化する。そのた  

め，前述の試験方法を定め実験を行った。   

何れにせよ，塩類混入により劣化した泥水の機能回復  

は難しく，今後も研究を続ける必要がある。  
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